
漢
語
の
意
味
変
化
に
　
つ
い
て

1

「

心

神

」

　

を

一

例

と

し

て

　

ー

葉

竹

民

は
　
じ
　
め
　
に

日
本
語
の
語
彙
の
史
的
研
究
に
つ
い
て
、
量
的
に
も
質
的
に
も
大
き
な
比
重

を
占
め
る
漢
語
に
関
す
る
研
究
は
重
要
で
且
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
因
っ
て

漢
語
研
究
は
夙
に
注
目
さ
れ
、
多
く
の
成
果
が
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
意
味
変
化
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
意
味
が
変
化
し
た
時
代
、
変
化

を
起
こ
し
た
文
献
群
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
日
本
文
献
を

時
代
別
、
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
別
に
分
か
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
詳
細
に
考
究
を
施

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
問
題
と
す
る
漢
語
と
類
義
関
係
を
成
す
他
の
語

と
を
検
討
す
る
と
共
に
、
そ
の
出
自
と
な
っ
た
中
国
語
と
比
較
す
る
必
要
も
あ

る
・
か
か
る
二
の
漢
語
の
意
味
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
・
検
討
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
漢
語
の
意
味
変
化
に
於
け
る
類
型
性
、

変
化
を
も
た
ら
す
要
因
の
法
則
性
、
各
時
代
の
特
殊
性
、
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
よ

る
独
自
性
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
斯
様
な
意
図
に
基
づ
い
て
、
「
心
神
」
を
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
、
日
本
で
生
じ
た
意
味
、
そ
の
意
味
の
出
所
、
時
代
等
を
解
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
棒
型
を
求
め
た
い
と
思

う
。
尚
、
漢
語
の
意
味
変
化
と
言
え
ば
、
和
語
と
同
じ
く
多
岐
に
亘
る
が
、
そ

の
中
に
は
、
意
味
変
化
に
よ
っ
て
中
国
語
の
屈
す
る
意
味
分
野
が
別
の
意
味
分

野
に
転
移
す
る
も
の
も
存
す
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
種
の
意
味
変
化
を
意
味
の
転

（1）用
と
称
し
、
「
心
神
」
を
そ
の
一
例
と
し
て
考
え
る
。

漢
語
を
考
究
す
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
が
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
と

（2）

同
時
に
そ
の
よ
み
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
も
あ
る
。
「
心
神
」
は
漢
語
で
あ
る

こ
と
と
よ
み
が
次
の
古
辞
書
と
訓
点
資
料
か
ら
判
明
で
き
る
。
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葉
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⑳
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0
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ク
エ

心
頭
畢
琴
シ
テ

シ

　

ル

無
計
慰
心
l
神

シ
°

心
－
神
無
二
誠

キ
ヤ
ウ
コ
ツ

心
．
神
．
悦
惚
シ
テ

（
同
右
巻
三
9
7
⑲
）

（
金
澤
文
庫
本
自
氏
文
集
第
九
巻
0
2
1
9
豊

（
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
萄
志
2
9
巻
四
田
）

（
東
寺
観
智
院
本
性
霊
集
巻
こ

右
に
例
挙
し
た
古
辞
書
と
訓
点
資
料
の
「
心
神
」
は
そ
れ
に
付
い
た
声
点
と
音

合
符
と
か
ら
音
よ
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
亦
、
「
心
神
」
の
呉
音
と
漢
音

と
の
よ
み
は
次
の
呉
音
と
漢
音
資
料
か
ら
明
ら
か
に
出
来
る
。

法
華
経
音
訓

°

シ

ン

場
　
景
。
頼
㌢
　
4
2
3

㌢
㌘
在
」
　
捕
4
4

7

ヤ

シ

長
鹿
本
詩
求

シ
ム

心
　
酢
　
　
m

シ
ン

銭

　

神

　

　

3

2

尚
、
「
心
神
」
二
字
の
韻
尾
に
つ
い
て
は
次
の
『
新
訂
韻
銃
』
か
ら
分
か
る
。

心
内
掬
第
三
十
八
開
探
播
叩
歯
音
清
四
等
平
盈．

神
外
鴫
第
十
七
関
頭
梼
1
2
0
歯
音
準
毒
平
良
如

．

「
心
神
」
は
、
呉
音
よ
み
「
シ
ム
ジ
ソ
」
で
、
漢
音
よ
み
「
シ
ム
シ
ソ
」
と

な
り
、
漢
語
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
た
め
、
研
究
の
対
象
と
し
て
適
当
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
。

H
　
中
国
文
献
に
放
け
る
「
心
神
」

（3）

中
国
文
献
を
、
韻
文
・
散
文
・
俳
書
に
分
か
っ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
心

神
」
は
各
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
か
ら
そ
の
用
例
が
確
認
さ
れ
た
た
聖
中
国
文
献
に

於
い
て
は
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
使
用
上
の
格
差
が
認
め
ら
れ
な
い
と
言
え
よ

ぅ
。
以
下
、
具
体
的
な
用
例
を
挙
げ
て
「
心
神
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
よ
う
。
先
ず
、
散
文
に
於
け
る
「
心
神
」
を
見
よ
う
。

の
陪
味
澤
於
心
神
則
不
信
有
周
孔
於
在
昔
央
　
（
抱
朴
子
・
内
岩
巻
l
姦
仙
）

内
茄
巻
二
の
論
仙
に
は
、
あ
る
人
が
神
仙
不
死
と
い
う
こ
と
の
実
否
に
つ
い
て

質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
常
人
の
常
識
や
経
験
を
超
え
た
も
の
と
し
て
の
不
死

の
仙
人
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
く
、
と
い
う
内
容
と
な
る
。
「
心
神
」
は
、
そ

の
「
暗
味
澤
」
の
上
接
文
と
「
不
信
」
と
い
う
下
按
文
か
ら
推
し
て
、
正
常
な

判
断
力
の
源
を
表
す
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
〝
心
神
が
く
も
ら
さ
れ

る
と
周
公
、
孔
子
が
存
在
し
た
と
い
う
よ
う
な
明
白
な
事
実
を
す
ら
信
じ
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
る
〟
と
い
う
。

は
休
枯
死
後
吾
粁
其
内
外
左
右
問
以
情
状
方
知
言
語
漏
泄
井
具
之
由
弥
日
快

梼
心
神
萎
縮
　
（
朱
書
列
侍
3
2
文
九
王
始
安
王
休
仁
肌
⑦
）

「
心
神
」
は
、
前
接
の
「
惧
餌
（
な
や
み
な
げ
く
）
」
と
述
語
の
「
萎
縮
」
と
の

意
味
を
考
え
合
せ
る
と
、
精
神
的
な
機
能
を
営
む
所
と
い
う
意
味
を
示
す
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
〝
日
増
し
に
惧
休
し
て
精
神
的
に
落
ち
込
ん
で
し
ま

う
〃
と
な
る
．

川
六
郎
戟
催
驚
暖
、
心
神
恍
忽
　
（
教
焙
欒
文
彙
銀
・
降
魔
経
文
m
⑦
）

C
f
項
羽
帳
中
盛
塵
之
次
、
不
覚
精
神
恍
惚
、
神
思
不
安
　
（
同
右
・
漢
八
年

楚
減
漠
興
王
陵
摂
文
m
◎
）
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敦
焙
の
石
室
で
発
見
さ
れ
た
数
多
く
の
変
更
な
古
籍
の
中
で
は
、
最
も
霞
更
な

も
の
の
一
つ
は
「
誓
文
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
長
い
間
に
失
踪
し
た

「
経
文
」
は
、
中
国
に
於
け
る
す
べ
て
の
伝
唱
文
学
の
始
祖
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
古
代
と
近
代
と
の
俗
文
学
を
有
扱
的
に
連
結
さ
せ
る
接
点
で
も
あ
る
た
め

で
あ
る
。
更
に
当
時
の
口
頭
語
な
ど
を
研
究
す
る
の
に
も
絶
好
な
資
料
と
な

る
。
斯
様
な
「
欒
文
」
に
於
け
る
例
川
の
「
心
神
」
は
、
前
文
の
「
驚
嗟
」
と

述
語
「
恍
忽
（
惚
）
（
物
事
に
心
を
取
ら
れ
て
、
う
っ
と
り
す
る
さ
ま
、
ぼ
ん
や

り
し
て
自
失
す
る
さ
ま
）
」
と
の
意
味
と
共
に
考
え
る
と
、
参
考
例
の
「
精
神
」

と
同
様
に
判
断
力
の
本
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

〝
余
り
の
許
き
で
茫
然
自
失
す
る
″
と
解
さ
れ
る
。

川
寡
人
目
買
此
園
、
久
掩
年
歳
三
春
賀
柳
、
周
育
翠
而
垂
條
。
九
夏
名
花
遍

池
亭
而
照
杓
。
足
可
消
愁
通
悶
悦
陽
心
袖
　
（
同
右
・
降
魔
欒
文
m
⑤
）

「
心
神
」
は
、
前
文
の
「
消
愁
適
悶
（
愁
い
を
消
し
悶
え
を
和
ら
げ
る
）
」
と
述

語
の
「
悦
暢
（
行
き
l
且
っ
て
喜
ば
す
）
」
と
の
意
味
か
ら
、
心
情
或
い
は
気
持
ち

と
い
う
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

糾
経
始
東
山
照
果
下
白
樺
前
有
寒
泉
井
耶
可
登
心
神
　
（
文
選
左
大
神
招
隠

詩
二
首
の
詞
書
）

「
心
神
」
は
そ
の
述
語
「
登
（
き
よ
め
る
）
」
と
い
う
意
味
と
共
に
考
え
れ
ば
、

精
神
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
〝
そ
の
泉
の
水
を
飲
む
と
、
わ

が
心
の
底
ま
で
き
よ
め
る
″
と
解
さ
れ
る
。

次
に
韻
文
の
「
心
神
」
を
挙
げ
て
み
ょ
う
。

ム

カ

シ

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

ミ

ヤ

シ

岬
憶
昨
爵
更
日
折
）
腰
多
苦
⊥
羊
蹄
）
家
不
自
適
無
計
慮
心
－
神
手
栽
両
樹
－
松

聯
以
常
素
焼
　
　
（
金
澤
文
庫
本
・
自
氏
文
集
…
望

「
心
神
」
は
「
慰
（
な
ぐ
さ
め
る
）
」
と
い
う
意
味
を
示
す
述
語
か
ら
、
気
持
ち

或
い
は
心
情
を
表
す
意
味
で
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
〝
わ
が
憂
う
つ

な
る
気
持
ち
を
慰
め
る
術
が
な
い
″
と
な
る
。

右
に
例
示
し
た
「
心
神
」
は
中
国
固
有
の
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
ー
散
文
と
親
文
と

に
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。
次
に
俳
書
と
い
う
外
来
の
文
化
の
影
響
を

受
け
て
成
立
し
た
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
於
け
る
「
心
神
」
を
見
よ
う
。

の
太
子
出
外
遊
租
園
林
。
見
一
病
人
形
色
疫
悪
。
心
神
不
安
太
子
不
誠
。
問

言
何
人
。
放
談
答
言
。
此
是
病
人
。
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
第
一
冊
毘
婆

戸
併
経
巻
上
川
b
㊥
）

「
心
神
」
は
そ
の
述
語
「
不
詳
」
と
共
に
考
え
れ
ば
、
右
記
の
六
例
と
同
じ
く

肉
体
的
で
は
な
く
、
精
神
的
な
も
の
ー
気
持
ち
と
い
う
意
味
を
示
す
と
判
断
さ

れ
る
。脚
夫
衆
生
心
神
不
レ
定
。
遇
こ
悪
抹
一
軸
レ
利
鵠
レ
鈍
。
　
（
同
右
第
三
十
四
冊

妙
法
速
筆
経
文
句
巻
第
四
上
4
7
a
①
）

「
心
神
」
は
そ
の
「
不
レ
定
」
と
い
う
述
語
か
ら
、
霊
妙
な
心
性
と
い
う
意
味

を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
の
用
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
意
味
に
つ

い
て
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
心
神
」
と
共
起
す

る
述
語
は
、
精
神
・
感
情
・
判
断
な
ど
を
表
す
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
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こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
心
神
」
の
示
す
意
味
に
大
い
に
関
与
す
る
こ
と
に

な
る
。
更
に
、
「
心
神
」
を
構
成
す
る
後
部
要
素
の
「
神
」
は
本
来
の
宗
教
的

意
味
が
全
く
見
え
ず
、
い
ず
れ
も
精
神
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
そ

の
前
部
要
素
と
な
る
「
心
」
の
示
す
知
・
情
・
意
と
い
う
意
味
と
更
な
る
と

も
言
え
る
。
斯
様
な
「
心
」
と
「
神
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
心

神
」
は
各
々
単
独
の
意
味
よ
り
一
層
強
く
な
る
と
い
う
表
現
効
果
が
考
え
ら
れ

る
。
残
り
の
「
心
神
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
右
の
方
法
で
検
討
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
前
記
し
た
八
例
と
同
じ
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
以
上

の
意
味
分
析
に
基
づ
い
て
中
国
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
義
は
次
の
よ
う

に
帰
納
で
き
る
。

△
人
間
の
精
神
、
感
情
、
判
断
、
意
識
な
ど
の
心
的
活
動

（1）

と
一
つ
に
な
る
。
精
神
的
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

⇔
日
本
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」

こ
の
項
目
に
於
い
て
日
本
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
を
検
討
す
る
。
日
本
文

（5）

献
を
和
文
・
漢
文
・
和
漢
温
消
文
に
分
か
っ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
心
神
」
は

管
見
の
和
文
か
ら
は
そ
の
用
例
を
検
出
で
き
ず
、
漢
文
と
和
漢
混
沌
文
と
の
み

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
文
献
で
は
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
使

用
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
文
献
と
異
な
っ
た
点
を
見

せ
て
い
る
。
尚
、
日
本
文
献
に
於
け
る
、
斯
様
な
異
同
は
各
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
の

性
格
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
文
献
で
の
「
心
神
」

は
そ
の
使
用
状
況
が
次
の
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

表
一
に
よ
れ
ば
、
「
心
神
」
と
い
う
漢
語
ほ
、
巳
に
奈
良
時
代
の
文
献
に
登

場
し
て
お
り
、
日
本
へ
の
流
入
が
早
か
っ
た
こ
と
と
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
又
、
平
安
時
代
に
な
る
と
前
の

時
代
よ
り
使
用
範
囲
の
拡
大
と
共
に
、
使
用
量
も
激
増
し
た
、
と
い
う
時
代
差

も
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
同
じ
平
安
時
代
の
漢
文
と
は
言
え
、
使
用
畳
か
ら
見

れ
ば
、
公
家
日
記
が
他
の
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
を
大
い
に
上
回
っ
て
い
る
と
い
っ
た

格
差
も
呈
出
す
る
。
こ
の
懸
隔
は
公
家
日
記
の
内
容
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
程
に
言
及
す
る
。

平
安
時
代
の
「
心
神
」
は
、
漢
文
に
の
み
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
結
局
書

記
言
語
の
楷
内
に
止
ま
っ
て
、
書
記
の
常
用
語
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
そ
う
い

ぅ
背
景
が
あ
る
た
め
、
記
録
語
な
ど
を
大
い
に
反
映
す
る
前
記
の
『
前
田
本
色

菓
字
煩
抄
』
に
は
「
心
神
」
が
畳
字
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
「
心
神
」
は
、
漢
文
の
み
な
ら
ず
、
和
漢
泥
流
文
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
使
用
範
囲
が
平
安
時
代
よ
り
更
に
拡
大
し
た
と
い
う
時
代
差
が

見
え
、
書
記
用
の
漢
語
か
ら
日
常
的
漢
語
に
な
る
か
或
い
は
な
り
つ
つ
あ
る
と

言
え
よ
う
。
尤
も
、
使
用
量
か
ら
見
れ
ば
、
洪
文
に
於
け
る
「
心
神
」
は
和
漢

温
清
文
よ
り
退
か
に
多
く
、
書
記
言
語
と
し
て
の
性
格
が
依
然
と
し
て
強
い
の

で
あ
る
。

次
に
先
ず
奈
良
時
代
文
献
か
ら
見
出
し
得
た
五
例
の
「
心
神
」
を
例
挙
し
て

そ
の
意
味
を
考
え
よ
う
。
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表－

23 春　　　　　　　　 記

平

安

漢

文

3 左　　　 経　　　 記

7 水　　　　 左　　　　 記

1 後　 二　 条　 肺　 通　 記

1 帥　　　　　　　　 記

2 中　　　 右　　　 記

3 兵　　　 範　　　 記

2 台　　　　　　　　 記

書　　　　　　　　 記

5 山　　　　 塊　　　　 記

平　　 安　　 遺　　 文

尾　 張　 国　 解　 文

日　本 往 生 極 楽 記

l大 日本 国 法華 経 験 記

日本法花験記（垂晶 憲）

拾　 遺　 往　 生　 伝

後　 拾　 遺　 往　 生　 伝

本 朝 新 修 往 生 伝

高　 野　 山　 往　 生　 伝

性　　　 霊　　　 集

新　 拐　 字　 鏡　 序

管　　 家　　 文　　 革

本 朝 文 粋 （久遠寺蔵）

本　 朝　 無　 題　 詩

心　　　　　　　　 神

用
例
数

文　　　　　 献

時

代

ジ文

ヤ
：／
ル章

2 正 倉 院 古 文 書 （1－ 25）
奈

良 漢

文

2 寧　　 其　　 遺　　 文

1 天 平 二 年 吉 田 宜 書 状

5 計

2 続　 日　 本　 後　 記

平

安

2 文　 徳　 天　 皇　 賛　 録

4 三　　 代　　 貿　　 鐙

1 類　 繁　 三　 代　 格

2 日　　 本　　 紀　　 略

4 政　　 事　　 要　　 略

8 扶　　 桑　　 略　　 紀

2 本　　 朝　　 世　　 紀

5 本　　 朝　　 文　　 集

3 朝　　 野　　 群　　 戟

12 貞　　 信　　 公　　 記

8 九　　　　　　　　　 暦

1 村　 上　 天　 皇　 御　 記

6 西　　　　 官　　　　 記

130 小　　　　 右　　　　 記

21 権　　　　　　　　　 記

29l 御　 堂　 関　 自　 記
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1 狐　　　　 姫　　　　 記

漢

文

2 統　 滞　 島　 子　 伝

1 樺　　 氏　　 往　　 来

3 28 計

2 1 玉　　　　　　　　　 葉

290 明　　　　 月　　　　 記

1 勘　　　 仲　　　 記　 鎌

11
荏 貿 天 皇 戻 記

13 吾　　　　 妻　　　　 鏡

2 帝　 王　 編　 年　 記

3 鎌 倉 遺 文 （1－ 10 ・16）

1 諸　　 山　　 縁　　 起

1 菅　 丞　 相　 往　 来　 倉

】弟　 子　 僧　 往　 来　 集

3 44 計

1 今　 昔　 物　 語　 集　 院政
I

和

漢

混

沌

文

1 発　　　　 心　　　　 集

1 光 言 旬 義 繹 聴 集 記 鎌

1 十　　　　 訓　　　　 抄

3 古　 今　 著　 聞　 集

1 北　 野　 天　 神　 縁　 起

1 平 家 物 語 （延 庭 木） 倉

9 計

686 合　 計

の
伏
惟
尊
君
遺
済
迷
途
、
神
道
治
国
、
見
在
郡
主
、
心
神
朗
票
、
福
詐
無
窮

（
正
倉
院
古
文
書
・
藤
原
夫
人
阿
難
四
番
経
奥
書
天
平
十
二
年
2
5
3
⑦
）

は
伏
惟
尊
府
君
遺
済
速
途
、
神
遊
浄
国
、
見
在
郡
主
心
神
朗
憲
、
福
砕
無
窮

（
寧
欒
遺
文
下
6
1
6
上
⑳
）

d
含
生
同
志
趣
。
保
益
啓
心
神
。
（
大
正
新
修
大
蔵
経
5
3
冊
法
苑
珠
林
巻
三

十
四
5
～
6
a
⑬
）

び
舎
利
弗
見
邪
徒
折
伏
、
悦
陽
心
神
　
（
敦
捏
蟹
文
集
自
適
邑
文
2
－
0
⑥
）

例
の
は
の
「
心
神
」
は
、
天
平
十
二
年
三
月
藤
原
夫
人
藤
原
房
前
の
女
が
天
平

九
年
四
月
十
七
日
に
琵
去
し
た
父
左
大
臣
房
前
と
其
の
所
生
の
皇
女
の
為
に
書

写
し
た
一
切
経
の
奥
書
に
現
れ
、
そ
の
述
語
「
朗
憲
」
の
示
す
「
は
が
ら
か
」

「
さ
は
や
か
、
あ
き
ら
か
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
と
共
に
考
え
る
と
、
気
持
、

心
情
と
い
う
意
味
を
示
し
、
参
考
例
の
中
国
文
献
の
「
心
神
」
と
同
意
で
用
い

ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

川
仰
願
現
在
之
身
停
於
千
秋
之
林
、
心
神
凝
於
万
春
闘
、
而
六
度
頼
舶
設

於
三
台
之
浮
　
（
正
倉
院
古
文
書
・
僧
賢
謹
書
寓
稔
伽
地
論
顧
文
天
平
二

年
二
月
十
四
日
）

の
仰
顆
現
在
之
身
於
千
秋
之
林
、
心
神
凝
於
万
春
闘
（
寧
整
遺
文
下
川
下
⑨
）

以
心
常
遊
ニ
ー
息
此
庭
所
中
細
。
或
安
二
心
抑
於
是
道
理
虞
所
中
鼓
。
（
大
正
新

修
大
蔵
経
3
4
冊
妙
法
蓮
華
脛
玄
賛
第
九
本
m
C
⑪
）

例
間
川
の
「
心
神
」
は
（
信
者
の
）
霊
妙
な
心
と
い
う
意
味
で
、
参
考
例
と
同

じ
く
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

川
宜
啓
伏
奉
こ
四
月
六
日
賜
書
面
開
こ
封
函
l
拝
二
読
芳
寛
一
心
神
開
朗
似
レ
懐
こ
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泰
初
之
月
　
（
天
平
二
年
七
月
吉
田
宜
書
状
）

C
f
心
神
極
馬
レ
朗
。
此
名
夢
敵
特
】
　
　
（
大
正
新
修
大
疏
脛
2
冊
増
菅
阿
含

経
巻
2
2
6
6
2
b
㊧
）

d
喜
見
淳
朴
俗
、
坦
然
心
神
紆
　
（
杜
詩
巻
六
2
2
⑲
）

「
心
神
」
は
そ
の
述
語
「
開
朗
」
の
示
す
「
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
ほ
が
ら
か
」
で

あ
る
と
い
う
意
味
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
気
持
・
気
分
と
い
う
精
神
的
意
味

で
用
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
参
考
例
の
「
心
神
」
と
同
様
に
使
わ
れ
て
い
る
。

右
、
管
見
に
入
っ
た
奈
良
時
代
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
を
列
挙
し
て
そ
の

意
味
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
「
心
神
」
と
共
起
す
る
述
語
は
本
来
の
中
国

語
と
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
参
考
と
し
て
例

示
し
た
中
国
文
献
の
例
か
ら
も
察
知
で
き
る
。
意
味
と
し
て
は
、
例
挙
し
た
中

国
文
献
の
参
考
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
中
国
語
と
同
じ
く
気
持
、
心
情
等
の
精

神
的
な
も
の
を
示
し
、
中
国
語
の
そ
れ
を
受
容
し
た
と
言
え
る
。

次
に
平
安
時
代
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
を
見
よ
う
。
先
ず
漢
詩
文
に
於
け

る
「
心
神
」
の
用
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
を
考
案
し
よ
う
。

テ
キ
チ
ヨ
ク
シ
テ

ニ
　
ミ
ル
　
0
。
コ
　
ヲ
ー
り
l
く
く
r
タ
ヰ
ヤ
ウ
コ
ッ
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ト

川
4
「
－
テ
　
神
泉
　
現
物
－
候
一
心
－
神
悦
　
惚

地
戟
寺
蔵
性
霊
集
巻
一
1
2
0
）

ト

ム

ノ

。

ヲ

　

テ

タ

マ

フ

。

…

ノ

　

　

　

　

0

ヲ

　

テ

　

　

　

シ

テ

㈹
屯
綿
－
兼
腸
二
　
七
言
詩
一
筋
t
謹
寧
1
－
封
　
鴻
－
澤
一
心
－
神
悦
－
焉

ス

ル

ニ

　

　

　

ト

コ

ロ

喜
－
謝
0
　
無
）
地
　
（
同
右
巻
三
9
7
）

C
f
六
折
鶴
催
驚
暖
、
心
神
恍
忽
　
（
敦
焙
蟹
文
・
降
魔
蟹
文
2
3
3
⑦
）

d
王
陵
奏
日
：
到
界
首
精
神
恍
惚
、
神
思
不
安
　
（
同
右
・
浜
八
年
楚
減
渋

不
）
能
）
紆
　
（
六

0
ニ
ッ
～
～
～
．
．
キ
ヤ
ウ
エ
ン
シ
テ

興
王
陵
欒
文
3
～
9
◎
）

例
の
脚
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
恍
惚
」
　
「
恍
焉
」
が
参
考
例
の
中
国
文

献
の
「
恍
忽
（
惚
）
」
と
同
じ
、
「
う
っ
と
り
す
る
」
と
い
う
意
味
を
示
し
、
そ

れ
を
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
参
考
例
の
「
精
神
恍
惚
」
の
「
精
神
」
と
ほ
ぼ
同
意

で
用
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

シ

テ

0

　

。

ヲ

　

タ

　

ト

ケ

　

　

ヲ

　

　

　

0

ニ

ヲ

サ

メ

　

テ

㌻

～

く

く

′

七

ウ

シ

ヤ

ク

ス

川
年
経
六
－
序
－
未
）
遂
　
衆
蹟
一
朝
－
夕
　
抑
－
忍
心
－
神
鋪
∵
鎌
　
（
六

下

　

　

。

地
蔵
寺
蔵
性
霊
集
巻
四
3
9
9
）

C
f
心
神
已
弊
韓
刻
増
悲
　
（
北
周
灰
子
集
八
代
人
乞
致
仕
表
）

d
弥
日
焼
腕
心
神
萎
縮
　
（
朱
書
列
侍
3
2
文
九
王
始
安
王
休
仁
胴
①
）

C
f
朱
解
昔
時
心
大
怪
愕
然
直
得
失
精
神
　
（
敦
焙
経
文
・
捉
季
布
欒
文
相
⑧
）

例
川
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
鋪
礫
」
が
参
考
と
し
て
の
中
国
文
献
の
例

の
「
弊
」
「
萎
縮
」
と
括
似
し
て
「
消
え
失
せ
る
さ
ま
」
を
示
す
こ
と
か
ら
推
し

て
、
参
考
例
の
「
失
精
神
」
と
殆
ん
ど
同
じ
意
味
で
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ト

　

　

ト

　

ア

ラ

ス

　

0

。

ユ

　

ニ

シ

テ

　

　

ル

、

コ

ト

　

ヲ

　

シ

　

キ

ノ

用
心
－
神
衆
生
不
l
夷
0
同
一
因
縁
　
而
顕
　
猶
如
）
響
　
（
六
地
高
専
蔵

性
霊
集
巻
十
1
0
5
）

C
f
心
仏
及
衆
生
。
是
三
無
差
別
。
（
大
正
新
修
大
孜
経
九
冊
草
炭
脛
）

例
の
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
構
文
が
参
考
例
と
相
似
し
て
、
参
考
例
の
「
心
」

と
は
ば
同
意
で
用
い
る
が
、
「
神
」
の
附
加
に
よ
っ
て
単
独
の
「
心
」
よ
り
霊

妙
な
意
味
も
伴
っ
て
く
る
。

脚
於
是
書
疏
開
於
胸
臆
文
字
問
詰
心
神
也
　
（
天
治
本
新
撰
字
銃
序
）

「
心
神
」
は
、
対
句
と
し
て
の
上
旬
「
胸
臆
」
と
述
語
「
問
」
の
意
味
と
共
に
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考
え
る
と
、
思
惟
、
判
断
の
本
と
い
う
意
味
を
表
す
と
な
る
。

㈹
次
陳
下
天
皇
弁
こ
帝
位
一
之
情
上
披
読
之
中
心
神
迷
乱
雄
レ
似
こ
急
々
二
一
不
レ

能
r
不
旨
P
　
（
菅
家
文
事
散
文
5
3
1
）

q
皆
由
放
散
情
慮
陵
乱
心
坤
。
似
風
真
之
燈
。
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
5
4
冊

諸
経
要
集
巻
十
9
0
a
⑳
）

昌
泰
二
年
十
月
歴
々
宇
多
上
皇
は
太
上
皇
の
尊
号
を
辞
し
、
終
に
二
十
四
日
に

大
僧
都
益
信
を
戒
師
と
し
て
仁
和
寺
に
於
い
て
落
髪
入
遺
し
て
、
法
名
を
金
剛

覚
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
例
州
は
そ
の
前
後
の
太
上
皇
の
尊
号
の
辞
状
で
あ

る
。
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
迷
乱
」
が
参
考
例
の
「
陵
乱
」
と
類
似
し
て
、

そ
の
示
す
意
味
か
ら
判
断
、
意
識
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（

i

－

ナ

シ

　

　

ソ

レ

は

　

　

　

　

　

　

サ

ナ

リ

の
有
心
神
詰
限
神
云
夫
心
老
身
之
王
也
限
著
心
之
佐
也
　
（
久
遠
寺
蔵
本
朝

文
粋
巻
十
二
m
⑦
）
　
（
注
、
片
仮
名
は
傍
訓
、
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
）

「
心
神
」
は
「
身
之
王
」
で
あ
る
心
の
神
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
神
」
の
附

加
に
よ
っ
て
、
「
心
」
の
示
す
「
知
・
情
・
意
」
と
い
う
働
き
を
一
層
際
立
た

せ
る
こ
と
に
な
る
。

川
君
乱
か
ち
柊
聖
心
神
山
車
キ
呵
シ
説
度
　
（
同
右
1
6
2
①
）

q
臣
乃
駐
馬
観
臆
、
忽
党
心
神
敬
低
　
（
敦
焙
欒
文
・
降
魔
欒
文
2
2
1
⑧
）

例
の
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
愉
悦
」
が
参
考
例
「
軌
怯
」
と
頬
同
し
て
、

「
が
っ
か
り
す
る
、
安
ら
か
で
な
い
、
ぼ
ん
や
り
す
る
さ
ま
」
を
示
す
こ
と
か

ら
推
し
て
、
気
持
、
心
情
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ

ト

　

ラ

、

く

′

．

．

～

タ

ニ

　

シ

テ

　

ク

糾
語
末
）
終
心
神
起
　
拝
－
唱
言
日
　
（
久
遠
寺
薦
本
朝
文
粋
巻
十
二
1
6
2
⑦
）

サ
ル
ニ

「
心
神
」
は
例
の
の
そ
れ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
、
〝
語
末
だ
終
ら
ざ
る

に
心
の
神
起
ち
て
斉
唱
し
て
″
と
解
さ
れ
る
。

ヲ

ソ

レ

…

一

一

l

ノ

ー

　

ヵ

ラ

　

ヘ

　

　

　

　

ヰ

ヨ

ウ

セ

ン

㈹
進
－
退
有
）
醒
　
心
－
神
不
）
安
　
暫
猶
鳥
－
雀
之
近
二
贋
－
朗
－
央
　
（
久
遠

ハ
シ
タ
カ

寺
蘇
本
朝
文
粋
巻
十
二
m
④
）

d
太
子
出
外
遊
祝
園
林
。
見
一
病
人
形
色
疫
悪
。
心
神
不
安
太
子
不
誠
。

（
大
正
新
修
大
蔵
経
一
冊
毘
婆
戸
悌
経
巻
上
川
b
⑳
）

「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
不
安
」
が
参
考
例
と
同
じ
、
そ
の
示
す
意
味
と
共

に
考
え
れ
ば
、
参
考
例
と
同
意
で
、
気
持
・
精
神
と
い
う
こ
と
を
表
す
と
な
る
。

個
長
契
紹
庭
四
絶
レ
隣
。
優
遊
幾
許
谷
心
神
。
稟
迷
二
楯
顆
－
林
寒
レ
雨
。
俗

出
こ
喧
H
l
遺
遠
レ
塵
。
　
（
本
朝
無
璃
詩
7
－
0
下
⑪
大
江
佐
国
）

ミ

ヤ

シ

　

」

「

ノ

q
蹄
家
不
自
適
無
計
慰
心
－
神
（
金
澤
文
庫
本
自
氏
文
集
糊
4
0
）

C
f
欝
師
亦
無
数
、
好
手
不
可
遇
、
封
此
融
心
神
、
知
君
重
箪
素
　
（
杜
詩
巻

四
8
◎
）

例
餌
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
谷
」
が
参
考
例
の
「
慰
」
　
「
融
」
と
拝
似

し
て
、
「
や
し
な
ふ
、
そ
だ
て
る
」
と
い
う
意
味
を
示
す
こ
と
か
ら
、
気
持
或

い
は
心
情
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
味
を
巡
っ
て
、
そ
の
全

用
例
を
例
示
し
っ
つ
考
案
し
て
き
た
。
漢
詩
文
で
の
「
心
神
」
は
前
の
時
代
と

同
様
に
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
の
意
味
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
塾

し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
「
心
神
」
と
共
起
す
る
述
語
が
参
考
と
し
て
例
挙

し
た
中
国
文
献
の
例
と
拝
同
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。
尚
、
こ
の
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結
果
は
ほ
か
で
も
な
く
漢
詩
文
の
表
現
内
容
・
性
格
及
び
撰
者
の
意
識
に
由
来

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
中
国
の
漢
詩
文
を
規
範
に
、
そ
れ
を
模
倣
、
継
承
し
た
漢
詩
文
に
対

し
て
、
内
容
と
し
て
日
本
的
事
を
中
心
に
、
詳
細
に
記
録
し
た
古
記
録
煩
に
於

け
る
「
心
神
」
を
検
討
し
ょ
う
。
表
現
内
容
と
し
て
は
古
記
録
類
が
漢
詩
文
と

の
遥
庭
が
大
き
く
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
が
「
心
神
」
の
意
味
に
ど
う

関
与
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
以
下
、
『
御
堂
閑
自
記
』

を
中
心
に
、
そ
の
全
用
例
を
挙
げ
、
「
心
神
」
と
共
起
す
る
述
語
或
い
は
述
部

と
、
「
心
神
不
覚
」
な
ど
の
よ
う
な
状
態
を
喚
起
さ
せ
る
事
由
と
に
着
目
し
て

意
味
分
析
に
当
る
。

『
御
堂
閑
自
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
平
安
中
期
の
世
は
道
長
を
中
心
と
す
る

摂
関
政
治
の
隆
盛
時
代
で
あ
っ
た
。
王
朝
柴
族
の
代
表
的
人
物
と
言
え
ば
、
誰

し
も
が
「
こ
の
世
を
ば
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
」
と
望
月
の
歌
を
詠
じ
、
一
家
三
后

の
栄
を
誇
り
、
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
た
藤
原
道
長
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の

時
代
の
貴
族
と
し
て
は
「
虚
弱
な
体
格
を
持
ち
、
跡
細
な
神
質
の
性
格
、
月
の

傾
く
の
に
涙
流
し
、
こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
声
に
物
の
あ
わ
れ
を
感
ず
る
感
傷
的
な
人

（6）
々
」
と
な
る
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
道
長
も
例
外
で
は
な
か
ろ
う
。

川
亥
時
許
憫
霞
乱
心
袖
不
覚
通
夜
辛
苦
　
（
御
堂
関
白
記
上
巻
9
8
⑨
寛
弘
元

年
）

は
七
日
丁
未
従
暁
痢
病
心
神
不
例
仇
罷
出
作
文
停
云
々
　
（
同
右
1
8
3
⑳
寛
弘

三
年
）

囲
十
一
日
辛
亥
物
忌
重
大
戒
卿
被
籠
自
乗
心
神
尚
有
不
例
召
業
遠
朝
臣
（
同

右
1
8
5
㊥
冤
弘
三
年
）

（
顕
捨
）

川
巳
時
許
慶
命
僧
都
釆
云
山
侍
間
此
蛙
馬
頭
出
家
来
給
無
動
寺
庄
烏
之
如
何

君
命
云
有
本
意
所
烏
に
こ
そ
あ
ら
め
、
今
無
云
益
早
返
上
可
然
事
等
於
き

（
明
子
）

て
可
置
給
者
也
左
街
門
督
な
と
立
山
人
々
多
釆
問
波
近
衛
御
門
母
・
乳
母

不
覚
付
見
心
神
不
覚
也
　
（
同
右
中
巻
Ⅲ
⑳
長
和
元
年
）

の
今
夜
言
田
宮
波
三
條
官
奉
御
車
金
作
入
夜
雨
下
心
神
依
悩
不
参
彼
官
（
同

右
1
9
9
㊥
長
和
二
年
）

用
従
朝
非
心
神
如
初
惜
　
（
同
右
m
⑳
長
和
二
年
）（
各
カ
）

の
十
日
庚
子
家
事
御
生
養
厩
官
侍
女
官
等
給
禄
有
口
差
如
前
者
座
間
忽
有
情

事
心
神
失
度
二
一
時
口
御
座
着
膵
巡
行
自
余
如
常
　
（
同
右
2
2
3
⑲
長
和
二

年
）

は
五
節
許
後
欲
奉
宣
命
見
参
間
弓
場
殿
方
人
々
走
経
営
問
案
内
申
云
有
火
余

仰
云
荒
涼
事
敗
非
可
課
抑
何
所
乎
申
云
弘
徽
殿
老
御
入
女
官
撤
御
臆
内
堅

轍
が
此
間
上
下
心
神
不
覚
其
問
又
申
云
減
了
云
々
　
（
同
右
2
5
1
⑳
長
和

二
年
）

脚
還
御
問
従
京
人
走
釆
云
釆
女
町
火
付
焼
了
件
火
欲
付
西
廊
問
人
多
上
減
了

心
神
不
覚
先
思
東
宮
御
在
所
而
申
無
事
由
　
（
同
右
肘
①
長
和
二
年
）

㈹
而
依
有
悩
串
不
参
（
略
）
欲
参
心
神
不
例
仇
令
巾
不
参
由
了
　
（
同
右
下

巻
1
2
⑲
長
和
四
年
）

．
－
〈
（
（
脱
丁
ル
カ
）

帥
十
日
丁
亥
従
午
時
許
非
心
神
　
　
是
咳
病
欺
　
（
同
右
2
2
④
長
和
四
年
）
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（円）

㈹
十
七
日
英
亥
依
物
忌
籠
居
亥
時
許
人
馬
職
申
云
有
大
袋
火
出
来
著
庶
出
見

（寄）奇
南
方
馳
参
問
従
南
廊
堅
且
陽
門
南
方
許
焼
仇
馳
北
陣
方
人
中
重
玄
輝
門

下
東
宮
御
々
翠
出
合
給
安
心
神
令
御
縫
殿
寮
　
（
同
右
3
3
⑭
長
和
四
年
）

㈹
廿
四
日
甲
午
初
訳
経
心
神
依
非
例
不
参
院
御
俳
名
小
雨
下
左
中
弁
官
奏

（
同
右
8
4
⑮
長
和
五
年
）

㈹
廿
七
日
丙
寅
夙
病
発
動
不
宜
強
嬰
早
朝
臣
申
云
来
月
十
九
日
可
立
法
興

院
御
堂
　
（
同
右
9
7
⑳
寛
仁
元
年
）

は
三
日
庚
子
済
政
朝
臣
非
時
施
宿
衣
咤
従
今
朝
心
神
非
例
終
日
有
情
四
日
辛

丑
心
神
尚
不
宜
雨
下
五
日
壬
寅
心
神
控
宜
非
例
　
（
同
右
間
⑮
寛
仁
元
年
）

（
日
脱
）

㈹
今
　
除
目
俵
従
内
退
出
参
中
宮
右
大
臣
披
来
有
被
示
事
其
後
風
病
発
動

心
神
不
宜
　
（
同
右
Ⅲ
⑳
寛
仁
二
年
）

レ

的
有
惰
気
事
々
不
能
相
示
被
人
々
来
神
心
依
無
宜
不
柏
倉
　
（
同
右
1
3
9
④
寛

仁
二
年
）

（

云

カ

）

！

㈹
辰
時
許
与
女
房
出
従
中
宮
後
終
日
有
情
事
無
其
所
　
心
神
不
覚
不
知
馬

方
　
（
同
右
1
～
3
⑳
寛
仁
二
年
）

⑩
通
夜
心
神
猶
不
覚
従
今
朝
頗
宜
終
日
雨
降
午
後
探
雨
　
（
同
右
糊
①
寛
仁

二
年
）
（
察
脱
）

餉
按
　
大
納
言
・
四
條
大
納
言
・
侍
従
中
納
言
等
来
終
日
被
庄
仇
心
神
錐

不
宜
相
合
清
談
雑
事
　
（
同
右
川
⑧
寛
仁
二
年
）

餌
上
達
部
参
入
後
御
出
有
秘
事
参
上
心
神
不
宜
座
即
退
下
　
（
同
右
脚
⑳
寛

仁
二
年
）

幽
参
大
内
参
中
宮
行
土
御
門
晩
景
節
来
後
非
心
神
例
従
此
日
女
方
初
仁
王
請

（
同
右
1
5
g
⑧
寛
仁
二
年
）

（
T
↓
こ

幽
十
五
日
丁
未
水
満
従
成
時
許
通
夜
憫
胸
心
神
不
覚
晩
方
　
十
六
日
戊
中

土
満
心
神
尚
憫
不
覚
入
夜
参
法
性
寺
五
大
堂
　
（
同
右
1
6
0
◎
寛
仁
二
年
）

囲
十
八
日
乙
卯
又
胸
発
動
極
不
堪
（
略
）
廿
一
日
王
午
心
柵
頗
宜
　
（
同
右

1
6
3
⑮
寛
仁
二
年
）

－

　

不

欺

餌
依
心
神
　
宜
不
参
法
典
院
　
（
同
右
1
6
g
⑤
寛
仁
二
年
）

（
倫
子
）

村
人
夜
与
女
方
参
内
亥
時
巳
方
有
火
従
其
後
心
神
不
覚
如
雀
乱
不
知
前
後
仇

羅
山
　
（
同
右
1
舛
⑧
寛
仁
三
年
）

的
四
日
王
辰
有
惰
気
（
略
）
六
日
甲
午
心
神
如
常
而
目
尚
不
見
二
三
尺
相
去

人
疏
不
見
只
手
取
物
許
見
之
　
（
同
右
脚
⑳
寛
仁
三
年
）

右
に
例
挙
し
た
『
御
堂
関
自
記
』
の
「
心
神
」
の
全
用
例
か
ら
、
「
心
神
」

と
共
起
す
る
述
語
或
い
は
述
部
と
そ
の
事
由
を
抽
出
し
て
次
の
表
に
鎮
め
る
こ

と
が
出
来
る
。

右
の
表
に
よ
れ
ば
、
述
語
或
い
は
述
部
が
炉
型
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
な

る
。
「
宜
、
不
（
無
）
宜
」
九
例
、
「
不
覚
」
九
例
、
「
非
、
不
（
非
）
例
」
八

例
、
「
憫
」
二
例
と
な
る
。
尚
、
同
時
代
の
藤
原
実
資
の
記
し
た
『
小
右
記
』

に
も
同
様
の
事
象
が
確
認
さ
れ
る
。
『
小
右
記
』
か
ら
百
三
十
例
の
「
心
神
」

を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
心
神
」
と
共
起
す
る
述
語
或
い
は
述
部
が

そ
れ
ぞ
れ
十
例
以
上
と
な
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
、
「
慨
」
四
十
例
、
「
宜
、

不
宜
」
三
十
六
例
、
「
例
、
不
（
非
）
例
」
十
九
例
、
「
不
覚
」
十
一
例
の
如
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不

失

不事火

火

例

ヒ
「
J
J
プ

宜

風

悩

く
、
四
着
を
合
せ
て
百
六
例
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
折
塑
性
を
皇
出
し
て
い

る
。
斯
様
な
現
象
ほ
前
述
の
中
国
文
献
乃
至
奈
良
時
代
文
献
及
び
同
時
代
の
漢

詩
文
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
顕
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
事
由
も
同

じ
く
炉
型
的
な
様
相
を
反
映
し
て
い
る
。
右
の
表
の
示
す
が
如
く
、
事
由
を
大

き
く
分
け
る
と
、
突
発
的
出
来
事
の
四
例
に
対
し
て
、
人
間
の
肉
体
的
疾
患
の

二
十
三
例
と
な
る
。
同
事
象
が
『
小
右
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
問
の
肉

体
的
疾
患
の
事
由
は
、
中
国
文
献
が
も
と
よ
り
奈
良
時
代
文
献
及
び
同
時
代
の

漢
詩
文
に
は
見
ら
れ
ず
に
而
も
使
用
量
も
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
、
古
記
録
類

の
独
自
性
を
見
せ
て
い
る
。
又
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
の
懸
隔
も
大
い

に
存
し
て
い
る
。
こ
の
差
異
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
心
神
」
の
意
味
に
も
大
き

く
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
具
体
的
に
述
語
或
い
は
述
部
を
考
え
、
「
心
神
」
の
意
味
を
検
討
す

る
。
先
ず
、
一
例
の
み
の
「
安
」
を
見
よ
う
。
そ
れ
が
中
国
文
献
及
び
洪
詩
文

に
も
見
ら
れ
る
。
突
然
の
火
事
で
道
長
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
東
宮
－
敦
成
親

王
の
安
否
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
と
共
に
考
え
る
と
、
「
心
神
安
」
ほ
、
藤
原

道
長
が
東
宮
の
御
無
事
の
分
か
っ
た
時
の
安
堵
感
を
表
す
。
か
か
る
「
安
」
に

対
し
て
、
九
例
の
「
宜
・
不
（
無
）
宜
」
を
考
え
よ
う
。
「
心
神
不
（
無
）
宜
」
を

喚
起
さ
せ
る
事
由
を
見
る
と
、
「
心
神
安
」
と
異
な
っ
て
、
い
ず
れ
も
身
体
因

に
よ
っ
て
発
病
し
た
と
い
う
体
の
内
部
の
疾
風
と
な
っ
て
い
る
。
亦
、
こ
の
時

代
に
は
「
宜
・
不
（
無
）
宜
」
が
病
が
〝
直
る
・
全
快
す
る
″
又
〝
直
っ
て
い

な
い
或
い
は
体
の
具
合
が
悪
い
″
と
い
う
意
味
を
示
す
こ
と
も
合
せ
て
考
え
る

と
、
「
宜
・
不
（
無
）
宜
」
と
共
起
す
る
「
心
神
」
は
肉
体
的
な
病
と
い
う
意
味

で
用
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
。
更
に
同
じ
九
例
の
「
不
覚
」
を
見
る
と
、
「
火

事
」
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
心
神
不
覚
」
は
突
発
的
な
こ
と
で
、
も
の
の
判

断
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
を
表
す
。
一
方
「
㌣
乱
・
悩
胸
」
な
ど
に
よ
る
「
心

神
不
覚
」
は
、
そ
の
病
が
重
く
、
も
の
も
覚
え
な
い
こ
と
、
い
わ
ば
人
事
不
省
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と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
亦
、
八
例
の
「
非
・
不
（
非
）
例
」
と
共
起
す
る
「
心

神
」
は
、
「
痢
病
、
風
病
」
な
ど
の
よ
う
な
肉
体
的
疾
患
と
い
う
事
由
を
考
え

合
せ
る
と
体
の
健
康
状
態
と
い
う
意
味
を
表
す
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
心
神
不
覚
・
不
（
非
）
例
・
不
宜
」
の
示
す
肉
体
的
疾
患
と

は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
「
駒
病

（
憫
胸
）
」
に
注
目
し
た
い
。
道
長
の
「
胸
病
」
は
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
e
四
月
九

日
に
起
こ
り
、
同
日
の
『
御
堂
関
自
記
』
に
は
、
「
従
亥
時
許
悩
胸
病
甚
重
、

丑
時
許
頗
宜
」
と
記
し
、
つ
い
で
、
十
日
に
「
心
神
不
覚
」
、
十
一
日
に
「
心

神
猶
不
覚
」
、
十
二
日
に
「
心
神
錐
不
宜
」
な
ど
と
記
録
し
、
問
四
月
十
六
日

条
に
ほ
、
「
心
神
尚
憫
不
覚
、
入
夜
参
法
性
寺
五
大
堂
」
と
記
し
、
こ
の
よ
う

な
胸
病
に
よ
る
苦
し
み
が
六
月
末
迄
に
、
三
十
回
に
も
及
ん
で
い
る
事
が
『
御

堂
関
自
記
』
、
『
小
右
記
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
月
以
降
『
御
堂

関
白
記
』
は
こ
れ
を
記
載
し
て
い
な
い
が
、
発
作
が
無
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
軽
症
で
記
さ
な
か
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
『
小
右
記
』
も
七
月
以
降
九

月
末
迄
欠
落
し
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く
斯
様
な
疾
苦
は
或

る
程
度
持
続
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
籾
、
こ
の
胸
病
と
は
ど
ん
な
病

気
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
解
明
は
「
心
神
」
の
意
味
把
捉
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
。
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
間
四
月
十
七
日
条
に
は
、
「
大
殿
御
心
地
太
思
悩
、

去
夜
悩
給
之
間
、
叫
給
聾
甚
高
似
邪
気
」
（
五
巻
2
2
⑤
）
と
あ
り
、
更
に
、
『
小

右
記
』
同
年
間
四
月
二
十
四
日
条
に
は
、
「
按
察
大
納
言
・
四
條
大
約
言
及
他

胸
相
多
参
入
、
於
壁
前
被
談
雑
事
、
如
尋
常
、
不
残
俄
御
胸
病
発
動
、
重
層
苦

給
、
睾
大
高
如
叫
、
僧
等
相
集
加
持
」
と
、
胸
病
の
病
状
を
記
し
て
い
る
。
平

素
の
如
く
人
々
と
雑
談
中
、
突
然
苦
し
み
、
大
声
を
揚
げ
て
叫
び
出
す
有
様
で
、

「
一
応
狭
心
症
と
か
心
筋
硬
宝
等
の
ご
と
き
重
篤
な
病
気
が
想
像
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
病
気
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
三
十
回
に
も
わ
た
っ
て
発
作

の
操
り
返
す
筈
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
一
応
心
臓
神
経
症
の
ご
と
き
病
気
が

考
え
ら
れ
る
。
今
日
、
胸
病
と
い
え
ば
呼
吸
器
系
疾
患
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
る

が
、
当
時
で
は
胸
部
に
あ
る
肺
・
心
臓
の
病
気
も
亦
胸
病
と
い
わ
れ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
果
し
て
心
臓
神
経
症
と
断
定
し
得
る
や
否
や
は
別
と
し

（7）

て
、
一
応
こ
の
よ
う
な
病
気
を
想
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
。
「
心
神
不

（
非
）
例
、
宜
・
不
宜
」
な
ど
を
引
き
起
す
「
胸
病
」
が
心
臓
病
の
一
種
と
理

解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
心
神
不
（
非
）
例
、
宜
・
不

宜
」
の
「
心
神
」
は
肉
体
と
し
て
の
心
臓
の
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
、
「
不
（
非
）
例
、
宜
・
不
宜
」
と
共
起
す
る
と
、
肉
体
と
し
て
の
心
臓
が

不
正
常
か
或
い
は
病
気
と
な
る
こ
と
か
、
又
そ
れ
が
直
る
と
い
う
意
妹
を
表
す

こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
「
胸
病
」
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
「
心
神
不
（
非
）

例
、
宜
・
不
宜
」
は
こ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
。
「
中
古
以
降
の
（8）

文
献
に
よ
る
と
、
臓
器
と
し
て
の
コ
コ
ロ
の
例
を
見
出
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
コ
コ
こ
に
替
っ
て
、
肉
体
と
し
て
の
心
臓

を
表
す
た
め
、
如
何
な
る
語
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
考
察
で

明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
「
心
神
」
が
そ
の
三
脚
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
「
胸

病
」
の
他
に
「
痢
病
・
風
病
・
咳
病
」
等
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
「
心
神
不
（
非
）
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例
、
宜
・
不
宜
」
は
、
肉
体
と
し
て
の
心
臓
と
断
定
し
難
い
が
、
肉
体
的
疾
患

と
な
る
か
又
は
直
る
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
よ
か
ろ
う
。

道
長
は
「
胸
病
」
を
除
い
て
今
日
で
言
う
糖
尿
病
、
自
内
痔
と
い
う
持
病
に

も
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
『
小
右
記
』
か
ら
分
る
。
「
講
説
問
被
坐
併
前
、
中
間

入
給
、
若
被
飲
水
欺
、
紅
孜
減
無
気
力
、
似
可
被
供
欺
、
其
期
不
達
欺
」
　
（
巻

四
m
⑦
）
と
、
こ
の
頃
道
長
は
盛
に
水
を
飲
み
、
顔
色
も
悪
く
無
気
力
な
状
態

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
長
の
病
気
は
当
時
飲
水
病
と
言
わ
れ

た
病
気
で
、
今
日
の
糖
尿
病
に
当
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
道
長
は

寛
仁
二
年
一
月
頃
よ
り
視
力
が
衰
え
、
同
年
十
月
十
七
日
条
の
『
小
右
記
』
に

は
、
「
大
殿
被
清
談
次
命
日
不
見
由
、
近
則
汝
顔
不
殊
見
、
申
云
晩
景
与
空
時

如
何
、
命
云
、
不
因
昏
時
、
自
主
、
只
殊
不
見
也
」
（
巻
五
5
6
⑧
）
と
記
し
、
視

力
の
衰
え
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
鳥
眼
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
白
と
な
る
。

道
長
自
身
も
『
御
堂
閑
自
記
』
、
同
年
十
一
月
六
日
条
に
　
「
出
東
河
解
除
、
長

月
来
問
目
不
明
、
仇
所
枝
也
、
吉
平
朝
臣
従
今
日
初
也
」
と
、
視
力
の
衰
え
を

認
め
て
い
る
。
恐
ら
く
糖
尿
病
に
併
発
し
た
自
内
相
に
罷
っ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
持
病
と
い
う
「
悩
」
に
よ
っ
て
「
心
神
不
（
非
）
例
、

不
宜
・
宜
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
尚
、
斯
様
な
持
病
の
以
外
に
は
、
「
霞
乱
・

痢
病
」
等
の
突
発
的
病
気
に
も
悩
ん
で
い
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
の
代
表
人
物

－
藤
原
道
長
は
如
何
に
体
が
虚
弱
か
が
右
の
考
察
で
分
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
意
味
分
析
を
通
し
て
、
『
御
堂
関
自
記
』
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意

義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
帰
納
で
き
る
。

H
人
間
の
精
神
・
感
情
・
判
断
・
意
識
な
ど
の
心
的
活
動

⇔
人
間
の
肉
体
と
し
て
の
心
臓
或
い
は
そ
れ
を
含
め
て
の
体
の
状
態

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
H
は
奈
良
時
代
文
献
及
び
漢
詩
文
と
同
様
に
本
来
の

中
国
語
の
そ
れ
を
継
受
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
⇔
は
中
国

文
献
ど
こ
ろ
か
奈
良
時
代
文
献
と
漢
詩
文
に
も
認
め
ら
れ
ず
、
新
し
く
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
味
の
変
化
が
発
生
し
た
。
残
り
の
平
安
時
代
の
古

記
録
に
見
え
た
「
心
神
」
に
つ
い
て
も
右
の
方
法
で
検
討
し
た
結
果
、
H
⇔
の

意
義
以
外
の
も
の
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
の
古
記
録
租
に
於
け
る

「
心
神
」
の
意
義
の
分
布
状
況
は
次
の
表
二
の
よ
う
に
な
る
。

表
二
に
よ
れ
ば
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
異
な
っ
て
変
化
し
た
⇔
の
意

義
は
、
本
来
の
意
義
H
を
大
い
に
上
回
っ
て
、
中
心
義
と
な
る
。
即
ち
、
本
義

と
転
義
と
の
使
用
畳
に
於
い
て
は
迫
転
現
象
が
起
こ
っ
て
、
本
義
H
の
方
が
却

っ
て
周
辺
的
な
存
在
と
な
り
、
奈
良
時
代
文
献
と
の
時
代
差
が
見
ら
れ
る
。

亦
、
同
じ
平
安
時
代
の
漢
詩
文
と
の
差
異
も
認
め
ら
れ
る
。
更
に
表
二
を
熟
視

す
る
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
逆
転
現
象
が
只
公
家
日
記
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に

於
い
て
の
み
生
じ
る
こ
と
が
分
る
。
逆
に
そ
の
他
の
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
で
は
、
本

義
H
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
格
差
の
発
生
は
各
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
の

内
容
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
公
家
日
記
は
、
記
録
者
の
日
常

生
活
か
ら
朝
廷
の
大
事
ま
で
の
公
私
と
も
の
出
来
事
を
、
日
を
追
っ
て
詳
細
に

記
す
も
の
で
あ
る
。
就
中
、
書
き
手
の
私
生
活
に
つ
い
て
は
他
の
文
章
ジ
ャ
ソ

ル
に
は
見
ら
れ
ず
、
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
か
か
る
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公
家
日
記
で
は
、
「
心
神
」
が
意
味
の
変
化
が
生
じ
た
上
で
、
そ
の
変
化
義
も
　
　
　
ら
れ
る
。

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
公
家
日
記
の
内
容
の
必
要
に
由
来
す
る
と
孝
之
　
　
　
中
国
語
出
自
の
「
心
神
」
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
公
家
日
記
と
い
う
文
章

心　　　　　　　 神

（⇒　　 H

め心人的判人

て臓問活断間
意　 義

の戒の動 ’の

計 状い肉　 意精
態ほ体　 識神
そと な ’
れ L
をて
諸　　 文 献

合の 心 ’

2 2 続　 日　本　 後　 記

2 2 文 徳 天 皇 実 録

4 4 三　 代　 実　 録

1

2

1 頬∵緊　 三　 代　 格

2 日　 本　 紀　 略

4

8

2

5

3

4 政　 事　 要　 略

8 扶　 桑　 略　 紀

1 1 本　 朝　 世　 紀

5 本　 朝　 文　 集

3 朝　 野　 群　 戟

12 12 貞　 信　 公　 記

8 7 1 九　　　　　　 暦

1 1 村 上 天 皇 御 記

6 5 1 西　　 官　　 記

130 115 15 小　　 右　　 記

21 12 9 権　　　　　 記

29 19 10 御　 堂　 関　 自　 記

23 15 8 春　　　　　　 記

3

7

1

1

2

3

2 1 左　　 経　　 記

5 2 水　　 左　　 記

1 後 二 条 師 通 記

1 帥　　　　　　 記

1 1 中　　 右　　 記

3 兵　　 範　　 記

2 2 台　　　　　　 記

2 1 1 書　　　　　　 記

5 4 1 山　　 根　　 記

7 2 5 平　 安　 遺　 文

1 1 尾　 張　 国　 解　 文

2 1 1 日本 往生極楽 記

2 2 大 日本国法華験記

1 1
是 絹 （雲晶 忌）

4 3 1 拾　 遺　 往　 生　 伝

5 3 2 後 拾 遺 往 生 伝

1 1 本 朝新修往 生伝

1 1 高 野 山 往 生 伝

1 1 狐　　 娼　　 記

2 2 続　 浦　 島　 子　 侍

1 1 符　 氏　 往　 来

317 216 10 1 合　　　　 計



ジ
ャ
ソ
ル
に
於
い
て
中
国
語
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
意
味
が
誕
生
し
た
。
尚
、

意
味
変
化
に
よ
っ
て
、
「
心
神
」
は
、
本
来
中
国
に
於
い
て
属
す
る
人
間
の
「
知

・
惜
・
意
」
と
い
う
精
神
活
動
の
意
味
分
野
か
ら
身
体
状
態
を
表
す
意
味
分
野

に
転
移
し
た
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
意
味
の
転
用
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
鎌
倉
時
代
文
献
に
於
け
る
「
心
神
」
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

「
心
神
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
平
安
時
代
の
継
承
と
し
て
古
記
録
類
に
於

い
て
依
然
と
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
始

め
て
完
成
を
遂
げ
た
和
漢
温
清
文
に
於
い
て
も
使
用
さ
れ
る
。
前
の
時
代
と
比

較
す
る
と
、
そ
の
使
用
範
囲
が
拡
大
し
て
、
時
代
の
懸
隔
が
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
古
記
録
桁
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
味
に
つ
い
て
『
明
月
記
』
を
中

心
に
検
討
を
施
す
。
前
掲
の
表
一
の
示
す
よ
う
に
、
『
明
月
記
』
か
ら
2
9
0
例
も

の
「
心
神
」
を
検
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
用
例
数
か
ら
見
れ
ば
、
今
回
管
見

に
及
ん
だ
日
本
文
献
の
中
で
『
明
月
記
』
が
最
も
多
い
こ
と
に
な
る
。
何
故

『
明
月
記
』
に
は
「
心
神
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
意

味
を
分
析
・
検
討
し
た
上
で
、
後
程
に
触
れ
て
み
た
い
。

‖
五
日
（
略
）
咳
病
又
不
快
、
沐
浴
之
後
心
神
猶
憶
、
六
日
、
天
陰
、
辰
後

暗
、
心
神
殊
悩
、
扶
重
病
今
日
喜
詑
哲
記
七
巻
、
依
宿
習
之
催
、
不
厩
病

憫
終
功
了
、
七
日
（
略
）
咳
病
殊
無
術
、
心
神
甚
悩
、
九
日
（
略
）
心
神

猶
悩
、
終
夜
辛
苦
、
十
日
（
略
）
心
神
猶
悩
、
咳
病
無
術
、
　
（
明
月
記

巻
一
6
5
上
◎
）

「
心
神
」
と
共
に
用
い
る
述
語
は
「
憫
」
で
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
よ
く

使
わ
れ
て
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
中
国
文
献
及
び
奈
良

時
代
文
献
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
心
神
悩
」
を
喚
起
さ
せ
た
事

由
は
連
日
発
作
の
続
く
「
咳
病
」
と
な
る
。
「
心
神
憫
」
は
そ
の
事
由
と
述
語

「
悩
」
の
意
味
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
肉
体
的
疾
苦
と
い
う
意
味
と
し
て
理

解
さ
れ
よ
う
。
『
明
月
記
』
の
2
9
0
例
の
中
に
は
、
「
憫
」
と
い
う
述
語
と
共
起

す
る
「
心
神
」
が
‖
7
例
を
占
め
て
い
る
。
平
安
時
代
と
同
様
に
述
語
の
類
型
的

な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

脚
廿
六
日
、
天
晴
、
心
神
不
例
、
辛
苦
沐
浴
、
不
出
仕
、
廿
七
日
、
雨
降
、

心
神
殊
l
蘭
、
不
食
痢
病
、
柏
共
不
快
、
　
（
同
右
3
8
上
⑨
）

「
心
神
」
と
伴
っ
た
「
不
例
」
と
い
う
述
語
は
「
悩
」
と
同
じ
く
平
安
時
代
の

そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
使
用
例
が
「
憫
」
に
次
ぎ
、
5
2
例

と
な
っ
て
い
る
。
「
心
神
不
例
」
は
「
痢
病
」
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
と
述
語

の
「
不
例
」
の
意
味
と
を
共
に
考
え
る
と
、
体
の
状
態
が
不
正
常
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
用
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

㈹
十
四
日
、
白
味
雨
止
朝
後
暗
、
心
神
猶
不
快
、
脚
気
之
所
致
敗
、
不
出
仕
、

（
同
右
2
4
⑲
）

「
不
快
」
と
い
う
述
語
は
「
不
宜
」
と
は
ぽ
同
意
で
、
病
気
或
い
は
気
分
が
す

ぐ
れ
な
い
と
い
う
意
味
を
示
す
。
「
心
神
不
快
」
を
喚
起
さ
せ
た
の
は
「
脚
気
」

と
な
る
。
「
脚
気
」
と
い
う
病
気
は
心
臓
を
侵
し
て
、
胸
内
苦
悶
な
ど
の
病
状
が

生
じ
る
。
か
か
る
「
脚
気
」
に
よ
っ
て
発
生
し
た
「
心
神
不
快
」
の
「
心
神
」

は
肉
体
と
し
て
の
心
臓
と
い
う
意
妹
で
用
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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尚
、
こ
の
よ
う
な
「
心
神
」
が
「
宜
・
不
宜
・
不
快
」
と
共
起
す
る
も
の
は
4
1

例
存
す
る
。

用
遠
隔
覿
塵
不
問
車
馬
畦
、
心
神
甚
欒
　
（
同
右
川
上
⑧
）

「
心
神
」
は
そ
の
述
語
「
整
」
の
示
す
意
味
か
ら
、
右
に
引
い
た
3
例
と
異
な

っ
て
、
気
持
或
い
は
心
情
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

的
十
九
日
、
天
晴
、
老
尼
之
通
身
無
故
辛
苦
、
心
神
恍
忽
、
而
徒
在
臥
内

（
同
右
巻
二
2
7
5
下
⑧
）

例
の
の
「
心
神
」
は
、
そ
の
述
語
「
恍
忽
」
が
前
出
の
中
国
文
献
の
例
糊
及
び

日
本
文
献
の
漢
詩
文
の
例
の
と
一
致
し
て
、
ぼ
ん
や
り
し
て
自
失
す
る
さ
ま
と

い
う
意
味
を
示
す
こ
と
か
ら
、
判
断
・
思
惟
の
本
と
な
る
心
の
意
味
と
し
て
用

い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
に
挙
げ
た
「
心
神
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
意
味
は
平

安
時
代
の
公
家
日
記
と
一
致
し
て
、
そ
の
継
承
性
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
同

じ
方
法
を
以
て
残
り
の
『
明
月
記
』
の
用
例
と
他
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
心

神
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
右
に
例
挙
し
た
五
例
の
意
味
と

同
じ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
古
記
煩
に
於
け
る

「
心
神
」
は
平
安
時
代
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
継
受
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
心
神
」
は
平
安
鎌
倉
両
時
代
に
亘
っ
て
書
記
言
語
と
し
て
同
じ
意
味
で
多
用

さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
煩
で
の
「
心
神
」
は
そ
の
意
義
分
布
が
次

の
表
三
の
通
り
と
な
る
。

表
三
に
よ
れ
ば
、
⇔
の
変
化
し
た
意
義
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
も
平
安
時

代
の
そ
れ
と
同
様
に
、
依
然
と
し
て
中
心
義
と
な
る
が
、
H
の
本
義
は
副
次
的

働
き
を
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
本
義
と
転
義
と
の
迫
転
現
象
が

鎌
倉
時
代
に
於
い
て
も
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。
尚
、
こ
の
逆
転
現
象
が
平
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安
時
代
と
同
じ
く
、
公
家
日
記
に
止
ま
っ
て
お
り
、
公
家
日
記
の
相
承
性
の
一

端
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
公
家
日
記
に
お
け
る
「
心
神
」
の
⇔
の
意
義
が
多

用
さ
れ
て
い
る
の
は
日
記
の
内
容
が
必
要
と
す
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

特
に
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
も
、
平
安
時
代
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
臓
器
と
し

て
の
心
臓
を
表
す
表
現
が
形
成
さ
れ
ず
に
、
そ
の
空
自
が
「
心
神
」
の
⇔
の
意

義
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
「
心
神
」
の
⇔
の
変
化
し
た

意
義
の
多
用
の
l
田
と
な
り
得
よ
う
。

籾
、
何
故
『
明
月
記
』
で
は
、
「
心
神
」
、
殊
に
⇔
の
意
義
の
「
心
神
」
が
多

く
使
わ
れ
る
の
か
、
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
『
明

月
記
』
の
記
し
手
で
あ
る
藤
原
定
家
が
『
御
堂
閑
自
記
』
を
書
き
記
し
た
藤
原

道
長
と
同
様
に
病
身
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の
病
弱

の
体
質
が
定
家
の
肉
体
と
し
て
の
心
臓
に
大
い
に
影
響
し
て
い
る
。
定
家
の
病

身
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
心
臓
に
与
え
た
影
響
の
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の

『
明
月
記
』
の
記
述
か
ら
も
伺
え
る
。
「
未
時
許
白
河
陽
還
御
云
々
、
此
間
心

神
猶
不
快
、
甚
不
得
心
、
疑
是
魔
姓
之
馬
賊
、
予
自
少
年
常
有
如
此
病
、
臨
長

年
之
後
、
忍
而
不
加
護
身
、
態
不
恩
人
、
或
念
講
、
或
奉
公
、
以
之
不
鳥
病
、

然
而
毎
迎
冬
節
心
不
快
、
度
々
又
及
重
病
、
今
年
身
哀
愁
深
、
閑
居
冷
然
之

問
、
弥
如
此
悪
事
得
力
欺
、
心
神
常
連
乱
、
時
々
刻
々
辛
苦
、
又
有
無
番
隙
心

欺
、
班
奇
思
、
忍
而
不
言
之
」
と
、
こ
れ
は
建
保
元
年
（
≡
一
一
D
十
二
月
二
十

三
日
の
『
明
月
記
』
の
一
節
で
あ
る
が
、
亦
、
同
月
十
七
日
条
に
「
十
七
日
、

天
暗
、
夙
病
更
輿
心
神
太
堕
と
、
同
十
八
日
条
に
「
夙
病
更
撃
と
、
同

十
九
日
条
に
「
依
所
螢
無
術
不
参
」
と
、
同
二
十
一
日
桑
に
「
心
神
猶
悩
、
終

日
在
臥
内
、
寒
風
所
昏
欺
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
定
家
の
闘
病
生
活
の

痛
ま
し
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
共
に
、
彼
が
少
年
の
頃
よ
り
原
因
不
明

の
「
心
神
不
快
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
自
少

年
常
有
如
此
病
」
に
つ
い
て
は
、
「
「
予
昔
安
元
元
年
二
月
赤
斑
、
同
三
年
三
月

之
問
輿
共
如
レ
赴
こ
他
界
－
、
胸
瘡
以
後
雄
二
蘇
生
一
、
諸
板
多
敷
、
身
体
如
‰
㌢

其
後
五
十
年
、
存
外
寿
考
軍
手
今
－
、
非
常
身
∴
」
　
（
安
貞
元
年
十
一
月
十
一

日
）
と
あ
る
な
か
の
安
元
三
年
（
〓
宅
）
に
飽
瘡
を
病
ん
で
以
後
の
こ
と
を
さ

（9）

す
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
の
建
保
元
年
十

二
月
二
十
三
日
桑
の
「
毎
迎
冬
節
心
不
快
」
と
い
う
記
録
か
ら
推
し
て
、
「
自

少
年
常
有
如
此
病
」
の
「
病
」
は
「
赤
斑
」
　
「
飽
瘡
」
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
「
赤
班
」
と
い
い
「
彪
瘡
」
と
い
い
毎
年
冬
に
な
る
と
躍
る

病
気
で
は
な
い
し
、
人
間
の
心
臓
を
侵
し
て
「
心
神
不
快
、
達
乱
」
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
考
え
ら

れ
る
の
は
「
自
少
年
常
有
如
此
病
」
と
い
う
二
十
三
日
条
よ
り
六
旦
別
の
十
七

日
、
亦
十
八
日
、
二
十
二
日
の
条
に
見
え
る
「
風
病
」
で
は
な
い
か
。
「
夙

病
」
は
、
い
つ
も
又
何
回
と
も
患
う
病
気
、
特
に
、
冬
に
罷
り
や
す
い
と
い
う

特
徴
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
毎
迎
冬
節
心
不
快
」
と
い
う
記
述
に
合
致
す
る

の
で
あ
る
。

で
は
、
「
風
病
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
『
医
心
方
』
巻

三
の
「
風
病
謹
慎
第
こ
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
黄
帝
大
素
経
云
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風
者
百
病
之
長
也
至
其
変
化
馬
他
病
也
無
常
方
松
上
善
云
百
病
風
而
生
変
焉
万

病
又
云
人
之
生
也
感
風
気
以
生
其
爵
病
也
因
風
気
爵
病
」
と
あ
り
、
亦
、
「
（
夙
）

蔵
於
皮
膚
之
問
内
不
得
通
外
不
得
泄
其
入
経
肱
行
於
五
臓
者
各
随
臓
府
両
生
病

焉
」
と
記
し
、
更
に
、
「
心
中
風
但
得
倍
臥
、
不
得
憤
側
」
と
あ
る
。
右
記
の

『
明
月
記
』
の
「
心
神
猶
憾
、
終
日
在
臥
内
、
寒
風
所
為
欺
」
と
い
う
二
十
二

日
条
は
正
に
『
医
心
方
』
の
「
心
中
風
但
得
但
臥
」
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る

と
看
取
さ
れ
る
。
「
心
神
猶
悩
」
ほ
「
心
中
風
」
と
同
じ
く
、
肉
体
と
し
て
の

心
臓
が
「
夙
」
の
入
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
て
「
生
病
」
と
い
う
意
味
を

示
す
．
尚
、
『
医
心
方
』
の
「
治
一
切
風
病
方
第
二
」
に
は
、
「
風
病
」
の
症
状

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
又
云
治
こ
男
女
老
中
一
切
夙
病
】
病

オ

　

　

ク

ラ

ク

風
之
状
頭
重
痛
限
闇
四
支
況
－
重
不
撃
不
随
頭
悶
心
悶
煩
－
躁
手
足
痔
－
癌
腫
気

°

サ

メ

コ

ン

　

　

　

　

モ

ノ

ウ

ク

　

　

フ

不
能
多
食
噴
●
恕
憂
l
思
健
忘
多
夢
－
悟
　
植
々
只
欲
陸
●
臥
轍
－
起
面
－
自
失
色
房

°

事
輯
弱
漸
自
疫
不
能
勢
－
動
々
々
万
病
即
敬
」
と
あ
る
。
文
中
の
「
心
悶
煩
－0

操
」
と
い
う
「
風
病
」
の
症
状
は
『
明
月
記
』
に
定
家
の
記
し
た
自
分
の
「
夙

病
」
に
よ
る
「
心
神
不
快
」
の
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
か
。

定
家
は
少
年
の
頃
よ
り
風
病
或
い
は
そ
れ
に
よ
る
併
発
症
に
悩
ま
さ
れ
る
病

身
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
風
病
の
他
に
は
、
十
四
歳
の
時
の
二
月
に
赤

班
と
い
う
病
気
に
な
り
、
十
六
歳
の
時
の
三
月
に
舶
瘡
を
病
ん
だ
。
少
な
く
と

も
そ
れ
以
後
、
定
家
は
普
通
人
と
異
な
る
健
康
状
態
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

治
承
四
年
（
〓
八
9
十
九
歳
の
時
に
始
ま
る
毘
大
な
日
記
の
中
で
、
病
気
の
記

事
が
見
え
な
い
の
は
僅
か
に
文
治
四
年
、
建
久
元
年
、
同
八
年
、
建
保
二
年
、

同
四
年
、
同
五
年
、
同
六
年
、
貞
永
元
年
だ
け
で
あ
る
。
定
家
の
病
気
は
そ
の

日
記
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
少
年
時
に
赤
班
、
踵
瘡
、

風
病
を
患
っ
た
他
に
、
頭
、
限
、
鼻
、
歯
、
喉
、
肩
、
手
、
腹
、
膜
、
脚
、
肛

門
等
、
身
体
各
部
に
亘
っ
て
お
り
、
扇
以
下
に
は
中
風
の
気
が
あ
っ
た
。
亦
、

「
咳
病
」
と
い
う
記
録
は
日
記
の
至
る
所
に
見
出
さ
れ
る
。
定
家
は
、
多
病
の

身
の
た
聖
そ
の
病
気
に
如
何
に
苦
し
ん
で
い
た
か
を
表
す
の
に
は
、
「
心
神

憫
」
を
始
め
と
す
る
表
現
の
「
心
神
」
を
日
記
の
随
所
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
今
回
調
査
し
て

得
た
九
例
を
全
部
挙
げ
て
吟
味
を
加
え
る
。

イ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

デ

シ

川
師
ノ
云
ク
「
我
レ
、
心
袖
㌫
ズ
、
扇
等
琴
音
有
り
」
ト
。
弟
子
等
・
此
レ
ヲ

ア

ヤ

　

　

　

　

丁

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

セ

佐
シ
ビ
思
フ
問
．
て
明
ル
日
、
明
祐
和
上
、
心
影
㌢
念
悌
ヲ
唱
へ
テ
失
呈

（
今
昔
物
語
集
巻
十
五
3
～
1
⑳
）

「
心
神
」
は
そ
の
「
不
欒
」
と
い
う
述
語
の
示
す
意
味
か
ら
、
和
上
の
霊
妙
な

心
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
〝
そ
の
心
が
動
揺
せ
ず

に
、
正
に
音
楽
が
聞
え
る
″
と
解
さ
れ
る
。

さ

ん

だ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

は
我
身
に
な
き
徳
を
讃
嘆
せ
ば
、
是
を
恐
れ
驚
く
事
、
盗
穀
の
無
実
を
負
ふ

が
ご
と
く
す
べ
し
。
身
の
毛
よ
だ
つ
ば
か
り
を
の
1
き
、
心
神
や
す
か
ら

ず
し
て
、
即
ち
三
宝
を
念
ぜ
よ
。
　
（
発
心
集
m
⑧
）

川
共
時
唯
蓮
房
心
神
や
す
く
な
り
て
恐
る
ゝ
事
な
し
（
古
今
著
聞
集
料
⑳
）

の
妙
音
院
殿
は
琵
琶
を
韓
じ
給
け
り
。
孝
博
、
「
心
神
安
奨
な
り
」
と
ぞ
申

け
る
。
　
（
同
右
叩
⑦
）
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C
f
太
子
出
外
遊
観
閲
林
。
見
一
病
人
形
色
疫
悪
。
心
神
不
安
太
子
不
詩
。

（
大
正
新
修
大
穀
粒
筋
一
冊
毘
婆
戸
悌
痙
上
1
5
m
b
⑳
）

’
ソ
レ
‘
，
、
～
l
－
r
、
　
ヵ
ラ

増
進
－
退
有
）
醒
　
心
－
神
不
）
安
　
（
久
遠
寺
較
本
朝
文
粋
巻
十
二
1
7
9
④
）

例
相
川
川
の
「
心
神
」
は
そ
の
「
や
す
か
ら
ず
し
て
」
「
や
す
く
な
り
て
」
「
安

楽
な
り
て
」
と
い
う
述
語
が
参
考
例
の
そ
れ
と
煩
同
し
て
、
意
味
も
参
考
例
と

一
致
し
て
、
気
持
或
い
は
心
情
を
示
す
。
つ
ま
り
、
〝
外
部
か
ら
の
刺
激
で
、

気
持
が
落
ち
着
か
な
い
か
ま
た
は
落
ち
着
く
か
と
い
う
こ
と
″
と
解
さ
れ
る
。

ト

ウ

チ

　

　

　

　

ヰ

ヨ

ウ

ソ

タ

脚
六
神
通
五
神
通
等
ト
云
時
キ
神
ハ
是
等
持
、
通
ハ
謂
ク
擁
0
塞
。
ナ
シ
ナ
ソ

ト
云
テ
神
通
各
別
二
樺
セ
リ
、
又
心
神
融
ス
等
ト
云
ヘ
リ
　
（
光
言
句
義

輝
把
集
記
上
2
7
3
）

亘
憲
師
亦
無
数
、
好
手
不
奇
遇
、
封
此
融
心
神
、
知
君
重
革
素
　
（
杜
詩
巻

四
。
0
⑧
）

例
糊
の
「
心
神
」
は
参
考
例
と
同
じ
く
思
惟
、
判
断
を
行
う
心
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

㈹
八
幡
ノ
整
人
元
正
、
当
宮
領
備
中
国
吉
河
保
紅
神
聖
下
向
シ
テ
上
洛
之
問
、

（片）

樫
生
ノ
泊
ニ
テ
心
神
違
乱
如
亡
．
行
璧
雪
ノ
如
ク
変
ス
。
　
（
十
訓
抄
十
田

下
◎
）ホ
キ

　

　

　

ニ

パ

ン

ト

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

　

シ

テ

ニ

の
籠
猶
吐
r
気
、
字
楷
レ
及
P
身
硯
海
大
恐
、
心
神
迷
惑
、
則
紆
二
命
井
－
、

（
古
今
著
聞
集
8
0
⑦
）

テ

　

　

　

　

キ

　

n

ト

′

ゝ

～

－

1

　

　

ニ

　

ニ

　

　

ヲ

㈲
而
怨
敵
満
国
中
－
郎
－
従
無
相
従
－
心
神
迷
山
野
】
東
西
不
覚
往
反

（
延
庭
木
平
家
物
語
第
三
末
4
7
ウ
①
）

例
的
川
柳
の
「
心
神
」
は
そ
の
「
達
乱
」
「
迷
惑
」
「
迷
」
と
い
う
述
語
の
示
す

意
味
か
ら
、
判
断
、
意
識
と
い
う
働
き
を
果
す
心
と
し
て
用
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。脚

わ
が
生
前
に
最
重
の
犯
罪
に
五
あ
り
。
み
な
こ
れ
太
政
威
徳
天
の
こ
と
よ

り
出
た
り
。
一
に
は
、
父
の
法
皇
を
峻
路
に
あ
ゆ
ま
せ
奉
り
、
心
神
を
困

苦
せ
し
め
た
り
し
也
。
　
（
北
野
天
神
縁
起
1
6
0
⑲
）

『
北
野
天
神
縁
起
』
は
、
菅
原
道
真
が
学
問
才
芸
を
以
て
宇
多
・
醍
醐
両
天
皇

に
信
任
さ
れ
て
栄
達
し
た
こ
と
か
ら
左
道
、
病
没
、
霊
の
崇
り
、
北
野
の
地
の

天
溝
大
自
在
天
神
、
学
問
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
過
を
述
べ
た

縁
起
で
あ
る
。
文
中
の
「
心
神
」
は
そ
の
述
語
「
困
苦
」
と
共
に
考
え
る
と
、

感
情
・
気
拝
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
な
る
。

右
、
和
漢
温
沼
文
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
味
を
巡
っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

古
記
録
類
特
に
公
家
日
記
に
多
用
さ
れ
て
い
る
⇔
の
「
人
間
の
肉
体
と
し
て
の

心
臓
或
い
は
そ
れ
を
含
め
て
の
体
の
状
態
」
と
い
う
意
義
を
表
す
「
心
神
」
が

確
認
で
き
ず
に
、
H
の
「
人
間
の
精
神
、
感
情
、
判
断
、
意
識
な
ど
の
心
的
活

動
」
と
い
う
意
義
と
し
て
の
み
「
心
神
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
「
心
神
」
と
共
起
す
る
述
語
か
ら
も
推
知
さ
れ

る
。
和
漢
混
沌
文
に
於
け
る
「
心
神
」
は
己
に
奈
良
時
代
か
ら
受
容
し
始
め
た

中
国
語
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
が
、
平
安
時
代
の
古
記
録
類
で
意

味
変
化
が
起
こ
り
、
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
類
に
於
い
て
も
依
然
と
し
て
多
く
使

用
さ
れ
る
、
変
化
し
た
意
味
を
継
受
し
な
か
っ
た
。
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
よ
る
相
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違
点
が
見
ら
れ
る
。
和
漢
混
清
文
と
し
て
の
特
性
が
露
畠
し
て
い
る
。

お
　
わ
　
日
ソ
　
に

以
上
、
中
日
両
国
語
に
於
け
る
「
心
神
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
究
し
て
、
明

ら
か
に
な
る
こ
と
を
簡
単
に
趨
め
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
日
本
語
に

見
ら
れ
る
「
心
神
」
は
、
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
、
己
に
奈
良
時
代
文
献
に
登

場
し
て
お
り
、
そ
の
流
入
の
早
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
但
し
、
「
心
神
」
は
、

漢
語
と
い
う
素
性
の
た
め
、
中
国
語
と
異
な
っ
て
、
和
語
を
中
心
と
す
る
和
文

へ
の
泣
入
が
出
来
ず
、
漢
文
と
和
漢
混
消
文
に
の
み
使
用
さ
れ
て
、
文
章
ジ
ャ

ソ
ル
に
よ
る
使
用
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
使
用
度
か
ら
見
れ
ば
、
漢

文
は
和
漢
泥
沼
文
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
就
中
、
公
家
日
記
を
中
心
と
す

る
古
記
錠
類
に
於
い
て
は
多
用
さ
れ
て
、
書
記
言
語
と
し
て
の
常
用
語
と
位
置

つ
け
ら
れ
よ
う
。
意
味
と
し
て
は
、
奈
良
時
代
文
献
で
は
中
国
語
の
意
味
を
受

容
し
た
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
文
献
で
は
本
来
の
中
国
語
の
意
味
を
継
受
し
た
上

で
、
更
に
新
し
い
意
味
が
生
ま
れ
た
、
と
い
っ
た
時
代
に
よ
る
意
味
の
格
差
が

見
ら
れ
る
。
亦
、
同
じ
平
安
時
代
の
漢
文
と
い
う
も
の
の
、
中
国
の
漢
詩
文
を

規
範
と
し
て
、
そ
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
漢
詩
文
で
は
、
「
心
神
」
が
元
来

の
中
国
語
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
て
、
中
国
の
漢
詩
文
の
模
倣
の
一
斑
を
窺
う
こ

と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
漢
詩
文
に
対
し
て
、
日
本
の
事
を
詳
記
す
る
古
記
録
類

に
於
い
て
ほ
中
国
語
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
意
味
が
発
生
し
た
。
い
わ
ば
、
意

味
の
変
化
が
起
こ
っ
て
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
意
味
の
違
い
も
見
ら
れ
た
．

「
心
神
」
は
、
日
本
文
献
に
於
い
て
平
安
時
代
中
期
頃
よ
り
古
記
録
類
と
い
う

和
化
漢
文
で
本
来
の
中
国
語
と
異
な
る
意
味
が
託
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
意
味
変
化
に
よ
っ
て
、
中
国
語
に
於
け
る
精
神
活
動
の
意
味
分
野
か
ら
身
体

状
態
を
表
す
意
味
分
野
に
移
っ
た
と
い
う
意
味
の
転
用
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
「
心
神
」
は
公
家
日
記
を
中
心
と
す
る
古
記
録
類
に
於

い
て
意
味
が
変
化
し
た
の
か
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先

ず
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
来
の
意
味
と
変
化
し
た
意
味
と
の
間
に
関
連
性
が

内
在
す
る
と
い
う
言
語
内
部
の
要
因
で
あ
る
。
関
連
性
と
は
両
方
と
も
共
有
す

る
人
間
の
「
心
」
と
い
う
意
味
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
を
土
台
に
し
て
、
中
国
語

の
本
来
の
知
・
惜
・
意
と
い
う
心
的
活
動
の
意
味
か
ら
肉
体
と
し
て
の
心
臓
或

い
は
そ
れ
を
含
め
て
の
体
の
状
態
と
い
う
意
味
が
派
生
し
た
の
で
あ
る
。

尚
、
言
語
内
部
の
要
因
を
誘
発
さ
せ
る
触
媒
的
な
働
き
を
す
る
言
語
外
部
の

要
因
は
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
が

如
く
、
「
心
神
」
の
意
味
変
化
が
起
こ
っ
た
公
家
日
記
の
、
公
私
と
も
の
出
来

事
を
詳
記
す
る
必
要
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
日
記
の
記
録
者
が
職
務
な
ど
の
公
事

に
深
く
関
わ
る
己
の
肉
体
と
し
て
の
心
臓
ま
た
は
体
の
疾
患
を
書
き
記
す
た
め

に
、
言
語
内
部
の
要
因
－
関
連
性
を
本
に
、
意
味
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
こ

と
に
な
る
。

「
心
」
は
い
つ
も
精
神
と
肉
体
と
が
絡
み
合
う
と
い
う
綜
合
的
な
意
味
概
念

（10）

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る

よ
う
に
、
精
神
を
伴
わ
ず
、
単
な
る
肉
体
と
し
て
の
「
心
神
」
と
い
う
使
用
場
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面
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
表
す
の
に
は
、
綜
合
的
な
意
味
概
念
と

し
て
の
「
心
」
を
用
い
る
と
、
肉
体
の
み
と
い
う
示
差
性
が
現
れ
て
こ
な
い
の

で
あ
る
。
加
え
て
、
肉
体
と
し
て
の
「
心
臓
」
と
い
う
表
現
も
鎌
倉
時
代
ま
で

へ
〓
）

の
日
本
文
献
に
は
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
「
心
臓
」
の
不
在
と

「
心
」
の
肉
体
と
し
て
の
み
の
示
差
性
、
弁
別
性
の
欠
い
た
こ
と
を
補
足
し
、

臓
器
と
し
て
の
「
心
」
の
多
用
場
面
を
表
す
た
め
に
、
「
心
神
」
が
用
い
ら

れ
、
而
も
、
言
語
内
部
の
要
因
を
働
か
せ
て
、
意
味
の
変
化
を
節
し
た
。
こ
れ

は
言
語
外
部
の
要
因
の
も
う
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
語
研
究
を
行
う
上
で
、
漢
語
の
意
味
変
化
は
閑
却
で
き
な
い
研
究
課
題
で

あ
る
。
多
様
な
漢
語
の
意
味
変
化
の
全
容
を
把
捉
す
る
た
め
に
個
々
の
漢
語
を

考
究
し
、
そ
の
中
か
ら
法
則
性
を
抽
出
し
て
、
意
味
変
化
の
炉
型
を
記
述
、
解

明
す
る
必
要
が
あ
る
。
意
味
の
転
用
と
い
う
変
化
が
起
こ
っ
た
「
心
神
」
は
日

本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
掃
型
と
な
る
。

〔注〕（
l
）
　
田
中
章
夫
氏
『
国
語
語
整
巴
の
第
十
茸
「
語
免
の
変
化
」
　
（
昭

5
3
、
明
治
書
院
）

△
前
田
富
棋
氏
『
国
語
語
彙
史
研
究
』
の
第
五
茸
「
語
義
変
化
と
は
」

（
昭
6
3
、
明
治
書
院
）

△
池
上
嘉
彦
氏
『
意
味
の
世
界
』
の
第
五
章
「
意
味
の
変
化
」
　
（
昭
璧

日
本
放
送
出
版
協
会
）
等
。

（
2
）
　
佐
藤
茂
氏
「
字
音
語
研
究
の
問
題
点
」
　
（
『
文
芸
研
究
』
6
9
集
、
昭

4
7
・
3
、
日
本
文
芸
研
究
会
）

（
3
）
　
中
国
文
献
の
分
机
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

こ
こ
ち

「
気
分
」
の
意
味
に
つ
い
て
ー
「
心
地
」
と
の
意
味
関
係
を
中
心
に

ー
」
（
『
国
文
学
致
』
1
3
0
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
〔
心
神
〕
H
心
思
輿
精
力
。
（
用
例
省
略
以
下
同
）
⇔
心
情
興
精
神
。

（
『
酢
源
』
二
巻
聖
商
務
印
書
館
）

△
〔
心
神
〕
し
ん
じ
ん
、
心
境
、
衆
生
の
霊
妙
な
心
性
。
衆
生
の
心
は
霊

妙
で
あ
る
か
ら
神
と
い
う
字
を
つ
け
加
え
て
い
う
。
（
用
例
省
略
）

（
中
村
元
編
『
併
教
語
大
辞
典
』
上
巻
、
杢
京
書
籍
株
式
会
社
）

（
5
）
　
日
本
文
献
の
分
拝
に
つ
い
て
は
、
同
脚
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
服
部
敏
良
氏
「
平
安
時
代
の
心
身
症
－
藤
原
道
長
を
中
心
と
し
て
ー
」

（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
、
昭
5
2
・
7
）

（
7
）
　
同
的

（
8
）
　
宮
地
敦
子
氏
『
身
心
語
彙
の
史
的
研
究
』
第
四
茸
「
漢
語
の
定
着
－

「
こ
こ
ろ
」
「
心
の
臓
」
「
心
臓
」
ほ
か
－
」
　
（
昭
5
4
・
1
1
・
釦
、
明
治

書
院
）

（
9
）
　
安
田
葦
生
氏
『
藤
原
定
家
研
究
』
第
二
革
「
定
家
の
人
間
像
」
　
（
昭

4
2
・
6
・
坤
、
至
文
堂
）

（
1
0
）
　
同
（
8
）

（
1
1
）
　
同
（
8
）
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検
索
文
献

紙
数
の
関
係
上
一
つ
一
つ
記
せ
な
い
が
、
注
（
3
）
の
拙
稿
の
検
索
文
献
を

参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕本

稿
の
作
成
に
当
り
、
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始
暖

い
御
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
中
）

彙

　

報

◎
平
成
五
年
度
　
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会

と
　
き
／
平
成
五
年
六
月
二
十
七
日

と
こ
ろ
／
広
島
大
学
文
学
部
大
講
義
室

発
表
題
目
及
び
発
表
者

◇
堤
中
納
言
物
語
『
は
い
ず
み
』
の
方
法

◇
中
原
有
安
と
桂
流
琵
琶
－
－
大
原
尾
張
殿
を
め
ぐ
っ
て
1

◇
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
三
教
治
遺
震
』
保
安
四
年
（
二
二

三
）
点
の
声
点
に
つ
い
て

◇
九
州
万
言
に
於
け
る
「
美
し
い
」
を
表
す
形
容
詞
の
方
言
類

義
語
の
地
域
性

◇
談
林
俳
謡
の
基
層
、
無
名
作
者
の
俳
詔
入
門
と
そ
の
周
辺

－
　
石
橋
家
『
家
乗
』
の
寛
文
・
延
宝
期
記
事
か
ら
1

◇
漱
石
の
「
文
学
論
」
　
－
　
そ
の
追
加
の
意
味

◇
『
春
と
修
羅
　
第
三
集
』
　
『
詩
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
作
品
番

号
と
創
作
日
付
に
関
す
る
一
考
察

米
田
　
新
子

森
下
　
要
治

佐
々
木
　
勇

井
上
　
博
文

土
谷
　
泰
敏

王
　
　
志
松

木
村
　
東
吉
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◎
平
成
五
年
度
　
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会

と
　
き
／
平
成
五
年
十
一
月
二
十
・
二
十
一
日

と
こ
ろ
／
広
島
大
学
文
学
部
大
講
義
室

tosho-seibi-repo
長方形




